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梗

　　　

概

　

最近辺境の先進性をめく，っての課題があるが、 私は北

海道史の場合について考察した。 先づ経済、 政治、 文化

に亙って形式即形相と内容即質料に分ち考えると形相の

面では先進性を質料の面では後進性を示して居る。 更に

　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
形相の先進性は時と共に後退して行ったが、質料の後進

性は次第に克服されて行った。 之は中央との関聯を考え

る事により理解される。
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１． 序

北海道に来て興味を引かれる物の一つに十勝の農夫が

ある。 彼等の算盤高い事は商人と択ぶ所無く、内地の百

姓の純朴さと言う概念は当てはまら無い。 断が彼等の日

常生活の貧しさと来てはかなりのものである。
ｒ
此は十勝

の農夫に於いて最も印象的な丈で全道の傾向である。 北

海道の農村は内地の農村に比して、資本主義経済の中に

より多く巻き込まれて居るが、一方北海道の小作料は内

地に比して高かった。 札幌の市街は堂々として内地にも

稀に見る所であるが、 地方の民屋は概ねいとも貧弱であ

たかも物置小屋か家畜小屋の様である。一方に於いては

進歩的であり内地に先じてゐる面が見られると共に、一

方に於いては後れてゐる面が見られる， つまり北海道に

は先進性と後進性の二面が見られる。内地と色々異って

居るがその違ひ様が進んでゐる面と後れてゐる面とがあ

って面白い対象を篇して居る。 私は此の現象を此論文で

歴史的に論じた。

　

（１）

　

戦中より戦後に及んで、 歴史に於ける地域的な特異性

と、 その互に特異な異質的な箇会が相互に接触する事に

依って生じた歴史的な結果に就いての課題がある。 日本

の地域的な愛動とい，ぅ現実の反映であろう。

　　

， （２）

　

此の課題の－つとして辺境の先進性の問題がある。 石

母田正氏が中世に於ける東国の果した役割、，ゲルマン人

がヨーロッパ中世の形成者となった事、 叉イギリス、 ア

メリカが嘗ては辺境であった事、ロシヤに於ける資本主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）
義の発達が辺境に見られる事等から、中央地帯即ち古い・

物が残っている断に於いては、色々な歴史的制約があ

り、其所では新しい物が伸び得無い。 辺境地方は兎に角

こういう古い物から自由であるｂ 従って其所では新しい

生産様式が自由に展開する事が出来ると考えられた。 叉
（‘１）
永原慶二氏は、‘鎌倉幕府の地盤としての，東国の生産力の

低さ及び牛奴隷制の残存を指摘し、中世形成に於いて東

図の果した役割にも関らず、後進性が見られる事を論ぜ

　　　　　　　

（６）
られた。 更に石母田正氏は領主層を三つに分けて考える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｇ）
事に依って、此の間題を更に具体化された。叉藤谷俊雄氏

は、近世の薩摩藩に於ける中世的な就会関係の存在を指

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

摘し、先進的な部分と後進的な部分との並存を指摘して

　

’

　　　　

（７）
居られる。奈良本辰也氏は明治維新革命に於ける西南諸

藩の勝利は第三者的なブルジョアジーの援助もさ，る事な

がら西南諸群に生産的中農層が発達して居た事を無税し
，

　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　

（８）
ては理解出来無いと述べられ、叉遠山茂樹氏はしかし大

ざっぱに言って西南諸藩を以て中位のブルジョア的発展

　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（９）
度の地帯と考えたいと述べて居られる。 叉藤間生大氏は

古代権力が九州でなく近畿に成立した事情について考察

して居られる。 此の様に辺境の先進性、後進性は最近の

課題と成って居るが、私は近世よりの北海道について此

の間題を論じた。

方法として三つの課題に分けて考えた。

′

　

第一に先進性を示した部門と、後進性を示した部門と

分類し其の性格付をした その性格付の鴬に形相と質料

との概念を使用した。 其検討には経済・政治・文化の三

１０１



・であって、 其形態に於い，ては当初より貨幣経済的で，
あっ

　

政府へと進み行く可きであったが、其は江戸時代初期に

　　

（１２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
た。 その様な事情は維新後迄続き、以後農業が発達し主・

　

建てられた園内の安定を自ら破壊する事となり、 可成の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
．食も幾分自給出来る様になったが・‐繕其等の機械ま申蓄

　

危険を覚悟せねばならず、其の様な事は幕府には出来無

作物を作るに熱心であって、 内地に残った自給自足の土

　

，かった。 其にも関らず前述の如く中央集権の方向に進ん

Ｖｏｌ．２， Ｎｏ．２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＧＡ

面に亙って之を考えた。 諺会現象は相互に関聯し合って

居り、 其の一面を見れば他の面も推測し得るが、 一方歴

史事実の究明は蓋然性，以上に及び難いので、やはり各面

より別々に橡討する必要が有ると，思う。 叉其の篇にも其

歴史的意味を明にする必要が有るが、此所では、．其は別

の課題として扱った。 経済に於いては、 経済組織は形相

であって、経済生活の豊富さは質料となる。 政治に於い

ては、政治形体は形相となり、具体的な政治の運営如何

は質料となる。 交化に在っては、 精辞形態は 形相 で あ

り、 文化内容は質料である。 其の夫々について、先進性

を示す部門、後進性を示す部門を当てはめて 考 えて，見

た。結論として先進性を示すのは形相の面であり、後進

性を示すのは質料の面である。

第二に質料の後進性と形相の先進性との歴史的愛化を

見た。其の篇に第一の課題に於いて取扱った各々の項目

に付歴史的に考察した。形相の先進性は本土よりの植民

活動の盛な時最も大で漸次減少して行く傾向があり、質

料の後進性は漸次克服されて行く傾向がある。・本土より

する植民活動の盛衰は、絶対的な量よりも相対的な量が

意味が・ある。北海道の植民活動は、絶対的には維新後増

加して居るが 相対的には維新後磨く各地に発展出来る

様になったので減じて居る。

第三に形相と質料・先進性と後進性との此の様な聯関

の歴史的意味を考えた。 此の様な聯関の生ずるのは、，北

海道の開発が日本史の地理的な表現としてあるので、 そ

れ自体としてあるので無いと言う事に由来す る と 考 え

た。

２． 後進性及先進性の性格

　

（１） 経

　　　

済

北海道の開発が軌道に乗り始めたのは、近世初期日・本

に商業が大いに興り、海外貿易が盛に行はれる様になっ

た時、 北海道にも若狭等の商人が来る様になってからで

ある。 其以前、古代には蝦夷綴概の篇、中世には罪人の流

刑地とし・て、 叉敗残者の逃げ場所として北海道に渡った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１０）
者は多数あっても、根を下す事が出来ず其の地に残った

者は土人←同化してしまふ様な状態であった， 商人の渡

来と共に日本人が日本人として住み着く様になった。 松

前氏の先旭も若狭の商人であると言う誼もあり、，
′「北島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１１）
志」には武田松前氏硯武田八郎若狭商人とある。北海道

では共の開発の当初から米等主食は輸入に待って居た様

÷団Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄｅｃ．１９５０

　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　

（１６）
地経済的色彩はあまり見られ無かった。 武装商人である

場所狩の土達、松前藩の商業直営、近江商人の商業資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１６）

　

－

の卓越する商業資本時代、及び其の産業費‐本化、維新後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ー７）
一種の金融資本家による近江商人等の後退、ついで明治

末大正に及んでの金融資本の卓越と言う現象は内地の最

も先進的な部門と相呼願して起って居る。此等は貨幣経

済、自然経済の概念に対しては下層の質料となるのであ

るが、 内地との関係は時代により異る。

更に此等の現象の質料である経済生活について見れ

　　

（１８）
ば、近世は砂金が主な通貨であり後砂金が次第に使用さ

れなくなっても砂金使用の名目が残った， 幕末に粗製の

鉄質である函館通宝が作られた，此等の事を見れば貨幣

の流通は充分発達して居無かった様であり、 形態として

は貨幣経済的であり、 全く北海道の生活は其に依存して

居たのであるが、 その内容は貧弱なものであったと考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１９）
られる。 反対に江戸中期以後の旗行記には、 松前八の生

活の艶な事、 その上方或は江戸風な事が述べて あり、
（２０）
ゴロヴニソの旗行記にも市民生活の豊かさを態はせる記

事があるが、 全般的な庶民生活にも及ぶものかどうか疑

はじい。叉産業の種類も漁業・林業・鉱山業の原始産業

ＧＡＫＵＧ団１

が非常に版行的に行はれて居るのであって、 工業及工璽

が一部を除いて発達し得なかった，此等の事は前述の事

に対して質料となる。

　　　　

・

　

此所に経済の面に於いて、先進性は形相の面に、 後進

性は質料の面に見られる事が認められる。

　

（２） 政

　

国家権力が対外的には国際権力に対し、 対内的には封

建諸侯に対しリ風化され国家が張大な存在となったのが近

世の政治の特色である。 中世の日本の国家権力は極めて

弱いものであったが、其が次第に張化集中されて行く所

に、 近世への歩みを見る事が出来る。 江戸時代 にな る

と、 幕府の妙みな中央集権政策に依りその歩みは安定し

たが、其所に樹より弧い中央集権への要求が起って 来

た 其は初期に於いて既に現腕始めた用人政治に於いて

見られる。 用人政治に依って将軍は自己の意志を事にす

る事が出来、 諸侯の勢力に左右され無くても 良 く なっ

た。吉宗に於ける御定書百ヶ隣、 足高の制は官僚政治へ

と進み行こうとする現れであり、叉石高に感じて諸侯に

金を出さしめた事も、 諸侯領を含めて全園から租税を駆

り立てる如き制度の第ー歩を踏み出したものであるが永

続し得無かった， 此の様にして幕府はより強い中央集権

政府へと進み行く可きであったが、其は江戸時代初期に

１０２
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学

で居り、 且それに伴って官僚的なものが次第に成長して

来たのである。此は貨幣経済の普辺化への方向が経済圏

の拡大－村落経済から地方経済、・地方経済から図家経済

へとの一を来すに伴ひ起った所の現象であり 近世的な

傾向であり、此に依って政治的な近世化の程度を計り得

る。 此の様な中央集権への傾向にも形式と内容、 形相と

質料とに分ち考えられる。

　

形相について考えると、 園家権力の惨透Ｌ、その下に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２１）
組織化される事が他の地方よりも非常に早かった。 松前

慶麿が秀吉より蝦夷島主とじて安東氏より独立の地位を

認められた事、そして実力以上に優遇された事が、 秀吉

によって蝦夷地が注目されて居た事、 したがって或意味

馨 昭和２５年１２月

であるが、其の様な惨透は形式的にきうだったので、 具

体的に北海道の土地及び人々に対し・（中央勢力が湯透し

たかと言うとかへって少いのである。 前松前藩の１寺代に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３３）

　　　　

・

　　　　

．
於いて藩の権力は極めて，弱く、内部原野に入って自由に

耕作して帰って束無い百姓や、海を って

　　

に慾）
‐し

て収穫を終って帰って行く外国の百姓が居たつ 叉蝦夷の

管轄は唯貿易の独占権の割当に過ぎないで、 其に対する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３６）
支配権とは言ひ得ないものでありたし、叉キリスト教が

内地で迫害され出してから盛になって行ったとい うの

も、藩の簿卸力の弱さを示すものであるｏ場所の請負が

始ると、場所の経営、土人の介抱は全く請負の思ふまま

　　　　　　　　　

（３８）

　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　

・
になって行き、幕府直轄となると出先官憲独断の専行が

　　　　　

（；～“）
現れた。維新後も内地並の徹底した政治を行う事が出来で図家権力の伸び来つた事と考えられる。，江戸初期幕府

　　

現れた。，

　　　　　　　　　　　　

（２２）
は財政困難となると、 北海道の産金に着目・した事があっ●

　

無かった。

たが、 強ひて手を出さ無かつた。 中期になると、 当時の

経済的な行きづまりを打開せんとして各地の新田開発が
、 た。

論ぜられたが、其の規模の大なるものとして北海道開発

の意見が起ったｏ天明年間になって田沼意次が函藤平助

の意見を採用して因幡沼開拓等の事業と共に、北海道の

開発を計り、 天明五年より調査が行われたが、・六年将軍

家治が病床に就き意次が退けられて中止された。やがて

　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

松平定信が老中となり消極的な政策を取ったので、蝦夷

地経営の計画は立ち消えとなった。 中央集権へ の 傾 向

と、其れに依って生ずる危機を恐れ旭法を墨守して政治

の安定を保たんとする傾向との複合の中に江戸時代の政

治が一進一退した紙態を示すものである。
群舞・慧次が退

　　　　　　　　

（２５）
いて二年目の寛政元年蝦夷乱が再び起り、図防上の観

点から官営の御救貿易が本多忠鱒の建言を容れて行は

れた。 寛政三、四両年に互り調査も共に行はれ、 露人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２６）
の南下、松前藩の不取締、其の無力が分り寛政十、年更

に調査を行ひ、十一年東蝦夷地を幕府の用地 と して 経

　　　　　　　　　　　　

（２７）
営する事となったつ やがて全北海道が幕府の手に牧めら

　　　

（２８）
れた。 所がやかで外国船が現れ無くなったので文政四年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２９）
松前氏に蝦夷地を帰し輿えられた。更に安政元年幕府

が箱館開港の鷲・箱館附近を収めて箱館奉行を置き、
安政二年国防上の理由で蝦夷地を併せ管轄する事とな

った。かくて明治維新に及び榎本武揚等の最後の拠点

となった。 箱館奉行は外園奉行、 勘定奉行よ り轄 じ東

　　　　

（３０）
り、叉箱館奉行より其等の職に轄じ

，て行き、叉は采伍の

　　　　　　　　　　　　　

（３１）
例多く重職であった。幕末維新政府の箱館裁判所を追っ

て幕臣等が北海道を最後の拠点としたのは一は位置の関

係もあるがーは幕府の勢力が惨透して居たか らでも あ

　　　

（３２）
る。 維新政府からも蝦夷地の経営が頗る重税された事言

を待たない。

　

かくの如く中央勢力の北海道への鯵透は比較的早いの

政治に在っても、形相は先進的、質料は後進的であっ

　

（３） 文

　　　

化

　　　

・

精縛的な面では、精紳形態が死多相、女化内容が質料と

なる。’

近代的な精縛形態としては・合理的・計量的・実証的
｛

で
・ある事、企業的精紳に満てる事が挙げられる。 江戸時

代から明・治以後迄孤立的、類同的・個性抑圧的なものが

有力でありながら、其の中に合理的、計量的、 企業的な

精蒔が漸次伸びて行った。北海道に於いては近世的な精

紳形態が早くより強く見られた。

　

創造的精紳については、 松前道脱等は良い 象徴 で あ

　　

（ＪＩＱ）
る。 彼は松島を見て蝦夷地の雄大さを誇り、馬を談じて

　　　　　　　　　　　　　　　　

（４１）

　

・

は夷狭を討伐する事に及び、′地北寓談では赤夷と通じて

日本を支配せんとしたとしてある。．此の様な人間の出る

背後には庚範な、積極的、創造的な精蒔の存在が考えら

れる。 その現れとしては江戸時代内地は地理的に固定の

状態であったのに、蝦夷地では、北方東方に漸次探険が′

　　　　　　　　　　　　　　　　

（４２）
行われ開発されて行った。 長くて六十年短い時は－－年を

置いて新しい場所が開かれて居る。此は此の地の企業的

搭紳の現れであると共に企業的精紳を鼓舞する源となっ

た。産業技術の改善は内地でも行われたが、北海道に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４３）
いても顕著なものがあった。 漁法の改善ゞ ・其と相表裏し

　　　　　　　　　　　　　　　

（４）
て場所経営の大規模ヒ、叉種痘が最初に取り入れられ、
（４５）
幕末に於ける箱館型造船に成功Ｌた様な創造的な面に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　

，（４６）
いて●も企業的糟辞を見る。 叉ゴロヴニソの・日本幽囚記に

も日本人の此の上も無い好奇心、 色々の事を根ぼり葉ほ

　　　　　

ｒ

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４７）
り知ろうとする強い好奇心を書いてゐる。 叉山瓢人に托

して清の官吏と女通した藩士も居た。この様な傾向の反

証となる倹約令、 法度、 先例尊重、儒学と言った様なも

のは一願此の地に於いても見る事が出来るが、共は当時

１０３



ＶＯＩ．２， Ｎｏ．２ ＧＡＫＵ（聡１聡１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄｅｃ．１９５０

　

井ケ田良治

　　

史林

　

３３～４

　

８１～９ー

　　　　　

．

　

昭和ｉ８年度古代史研究の回顧と展望

　

．

　

石母田正

　

藤間正大日本庄園史

　

４５７～８

（２） 中世成立史の二三の問題

　

日本蔵会の史的究明

　

石母田正

　　

３５～７１

（３） 同上 ・ ６５

（４）・日本に於ける農奴制の形成過程

　

永原慶二

　

歴史

　

学研究

　

１４０

　　

１～１２，

　　

、

（５）古代末期の政治過程および政治形態

　

石母田正

　

蔵会構成史体系・７

（６） 薩摩藩の厳会組織と事費制度

　

藤谷俊雄

　

日本史

　

研．究

　

６

　　

２′～２１

（７） 明治維新革命の主体性について

　

奈良本辰也

　

維新史の課題

　　

２２～２９

（８） 日本絶対主義成立期の問題 遠山茂樹

　

史学雑誌

　

５８一‐３

　

７７^‐８６

（９） 政治的世界の成立

　

藤間生大

　

蔵会構成史体系

　

．

　

Ｉ

（ｌｏ） 新羅之記録

　

市立函館図書飴刊行

　

１５

　

右大府頼朝細進発而追討奥州泰衡御節、礎糠部津軽

　

人多過渡此園居住…・「亦実朝癌軍之代強盗海賊之従

　

獅数十人擬版下造奥州タト之洪被追放秋之島波党云者

　

渠等未也

　

諏訪大明荊－画詞 諏訪史料叢書

　

悌二巻

　

波党ハ和園ノ人二相類セリ

　

但碧髪多クシテ遍身二

　

毛ヲ生モリ

　

言語偲野也ト云１・モ大半ノ・相通ス

　

此

　

中二公超霧ラナス術ヲ徳へ公然隠形ノ遭ヲ得タル獅

　

モアリ

　

職場二望ム時ノ・丈夫ノ・甲胃弓矢ヲ帯シテ前

　

陣二進ミ婦人ノ、後塵二随ヒテ木ラテ劉テ弊吊ノ如クシ

　

テ天二向テ諦ー児ノ体アリ 男女共二山整ヲ経過スト

　

云１・モ乗馬ヲ用ス

　

共身ノ軽キ事飛鳥走獣二同シ

　

彼等ヵ用ヒル所ノ箭ハ遺骨ラ嫉トシテ毒薬ラヌリワ

　

ズカニ皮膚二触レバ共人塊セヌト云事ナシ

　

根本ハ

　

酋長モナカリシラ…………＊…

（＝）北海道経済前史

　

南鉄滅

　

法経会論叢

　

８

　

建部重之鱒 八幡町史

　

敦賀港ヨリ米噌等諸物賞ヲ松前二輸送ス………閉塞

　

地二要・スル米穀、 塩、１噌、 縄麹等一切ノ物質ヲ輸送

　　

セ

　

、ソメ

　

＝”””．

　

蝦夷実地検考鍛

　

市河十郎

　

抑借腐の始めて渡りし時叫…食料に候乏し森になっ

　

て…‐‐彼は商船にて漸次につきて松前の岸に着きけ

　

れば急ぎ船に行きて米前葉等を質ひ得て……

（１２） 新撰北海道史第二巻通説－

　

高倉新一郎

　

２２０^－２２１

　

背の北海道は主食たる米は勿論、 衣服家具其の他日

，用品の大部分は、 之を他園に仰がなければならなか

　

った。 …・ぢ後には何らかの理由で交易船が行か無い

　

，と「商船一瀬も不参候へば、 渦罷柱候」津軽一統志

　

巻十

　

と嘆かなければならなくなって居る。 ２２５

　

移入品は米を第一とし……米は亨保の初 頃 一箇 年

　

の移入高三万石余でｒ・叫・此のタト松前藩が酒田で、幕

　

府から年々米四千五百俵の湖！ひ下を受 けて居た。

　

（亨保初年より約十年前の宝永四年十二月

　

に松前

　　　

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

の日本に支配的であった形態が其のー部分である此の地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４８）
於を掩つて居たので、形式的である場合が多い。 倹約令

について見るに十回出されて居るが、 其はおほむね中央

の

　

約令に副って調子を合されたものであった。内地諸

　

＠）三一
リニー

旧
十 ｒｈ

【
“；十Ｔこ

　

」｝
－
十
一二三二二

　

の例えば出雲藩の如く独自の立場で早い時期から倹約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５０）
令の出されて居たのと異るものがある。 叉藩学徴典館の

教科書に史学関係が多い事も、儒教が形式的である事の

一つの証となろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（６１）

　　　　　

．

　

合理的、 普辺的精紳については、 ゴロヴニソの幽囚記

に箱館奉行が誠意を面に現して、ロシヤ人も日本人も同

様に人間であり、 人間として取扱はれねばならぬと言う

事を長々と演説すると、 其を聞いて居た多くの役人達も

それに同意しゴロヴニソ等を同情する色が見られたとし

て居るが、此の様な人間の発見と言う事が北海道に於い

てあった。 其の様な人間ば髪の色とか顔の形とかには関

し
．
無い抽象的なもの合理的なものであった。叉蝦夷物語

に一銭なりとも利得があれば頭をたたかれ面に唾を掛け

られても厭わぬと言う様な状態に卑塵の者のみならず、

松前班の家中も皆そうであると言って居る様なのは合理

である。 その反対に稗悌への崇敬が見られ

百五十 （寺院を除く） あ

年の人口１１７６９人に割り当る

と８０人に付 堂融となり、この外に寺院があるのである

から宗教が盛んであった事は知れるが、此は此，の地方が

自然現数こ支配される事農業よりも著しい漁業が主産業

であり、かっ此の地方が大旨発展的動的形態を取り冠会

が常に動いて居た篇、人は物をありのまま見ようとする

よりは・その原因によってものを理解しようとした。 し

かも知識が充分で無かったので宗教的なものが栄えたの

で、 それにも関らず、 精紳形態に於いて創造的、合理的

であったと言う事が出来る。

　

所が内容である質料の方を見ると文化財に於いては、
内地に比して先進的であるとは言えない。 印刷が始つた内地に比して先進的であるとは言えない。 印刷が始つた

　　　　　　

，

　

）６・１）
のは嘉永年間隔山で白女孝経が出版されて以後であり、（６の
明治六年箱館は人口；万五千人であったが書店は一も無

　　　　　

（ＯＧ）
かったつ松前蕪に学校が設けられたのは文政四年徴典館

　　　　　　　　

（６７（

　　　　　　

，

　　　　　　　

●

　　　　　　　

．
以後である。 叉旅行者から書籍などよむものまれなりと

言われて居る。明治以後文科系の上級学校が最近迄作ら

れなかった事は北海道の後進性を示すものである。 かく

の如く質料としての文化財に於いては、 反って遅れて居

る。

，
文化の面に於いても、 質料に於いては後進性、 形相に

於いては先進性が見られる。

　

　　

（１） 日本中世史研究の 動向

１０４



第 ２ 巻

　

第２ 号

　

・

　　　　　　　　　　　　

． 学

　

の人口１５８４８人（扇山秘府） 二十年後の寛延二 年 に

　

２＝０７人 （幅山秘府）

（１３）新撰北海道史

　

第四巻 通説三

　

５０７～５１１

（１４）北海道拓植史 高倉新一郎

　

２０４

（１５） 商人の漁業家化一北海道の開発と近江商人－菅野

　

和太郎

　

経済論叢，
３０－５

　

彦根高等商業学校調査研究第八輯

　

新撰北海道史第二巻

　

１０２～１０８， ！１２～１２０，

　

，

　　　

１８０－－ー８６， ２２７^－２３２，
．３４０^‐３４７

　

明治維新前北海道に於ける日本資本主義の先進性

　

白山友正

　

蔵会経済史学

　

，１５一２

（１６）松前蝦夷地に於ける近江商人，の活躍と共の浪一斉原

　

因 太刀川

　

彦根高等商業学校調査研究第十三輯
（１７）．新撰北海道史 第四巻

　

７３７～７５４

　

北海道の銀行の発達は三十六年末には銀行数十五に

　

達し四十二年には本店十四．府～挑銀行支店十六銀行数

　

九に達し－般府類に比し銀行の発達も中央銀行の進

　

出も早い。 叉四十年よりの不況にもかかわらず、四

　

十年には富山の四十七銀行の支店が小樽に、四十一

．年に日本商業銀行の出張所が室蘭に出来、四十年に

　

は函館銀行は資本金を増加して居るＪ
（１８） 新撰北海道史第二巻

　

２３１～２３２

　

７４３～７４４，

　

５０３～５０４

　

陸奥日記

　

魚澄子瑛

　

女改元年

　

五汎九日…ャ・銭の

　

通用長百女の昔より両替の法六十目に四貫六百廿女

　

十五頭当．一貫八拾女なり

　

文政の頃重量で金が貨幣

－として使用されて居た事が分る。
・叉銭が金に比して

　

高かった事が分る。

【１９）東遊記

　

平秋束作

　

天明甲辰初夏（四年）貧嘘の

　

者も満岡弐つしきて臥す

　

大方はず請圃三つ大夜具か

　

いまきにて臥し侍り………町人百姓の風俵質素なり

　

衣服は木綿にてきぬ紬をきる事至而まれ也

　

居宅諸

　

道具などは不自由なき様子つくり江戸などの目にて

　

も著と思はる事多し

　

婦人は常に能１事をつとめ……

　

時その時世梁など貯へ持て至てはれなる会合には我

　

，をとらじと着かざる事コケ津にかほる事なし……居

　

宅はいずれも梁間五ノ六問より八九間のものあり……

　

間断も座錨向は天井黒（部）杉嵯峨丸太長柳床遼捌付

　

床などある家あり……共タト台所納戸など家手騰なる

　

事江戸なと．よりまざれり……大蔵多し……すへて豊

　

なる事京江戸とｖ・へとも多く譲らす……よろす江戸

　

なとょり丁寧なり

　

椀夜具重箱の如きものも会津は

　

いやしとて不用多くは能州和島の塗物を用ふ………

　

（跡漁の時）．三ヶ月程の届賃鳥目十三四貫より人少

　

き年は十八貫程にてやとひあぐ也 一日二日の雇ひ

　

は一日に一貫女……浜辺にすたりたるものを拾ひあ

　

つむる寡婦のたくひもまた八九両の金子をは得る

　

佐渡越後なとより身上もつれたるもの凍て倍屋をか
・り油断なく働く者は三十両四十両の金子を三ヶ年程

　

に貯へて図へ帰る

　

一ヶ年の店賃と此時三ヶ月ほと

　

の店賃と大体相ひとし

　

店賃は江戸紫花の地の店賃

　

と大分は同 し

　

東遊雑記 古河辰

　

塾

　　

．．

　　　　　

、
昭和２５年ｉ２月

　

入松前雑記

　

木材議子虚

　

にも 「此度江戸を出しより，家居人物言語ともに揃ひ

　

てよさ所は江指町と松前の城下に及ふ所更に嬉しー

　

…富鏡の所なるゆへ各々美をかざる．風と．見え侍，りし

　

なり」 （東海雑記）或は松前鉄五郎の門が銅葺機二

　

十枚立十四枚なるに驚ｖ・て記し、叉その服装の華美

　

に驚いて居る、 （入松前雑記）

　

以上の如く松前の富有は掩ぅべく，も無・ｖ・が旗人の目

　

にとまった生活は近江商人等‐外来の富有にとまって

　

一般庶民は別の様に思われる。 此所に東遊記に記さ

　

れた餅漁の労賃の高）・事 （居消質奉行人の研究

　

森

　

嘉兵衛

　

日本史研究１２

　

●に見える寛政天明頃の年給

　

金相当分は４貫目～６両である） （叉入松江雑記に

　

女給正月より五月迄四貫女とあるのもやや高い様で

　

ある。）が注目を引くがしかし物賃の高い事‘：入松前

　

雑記にょると玄米壱斗津軽二而廿四女位の－－寺松前七

　

拾三文

　

酒壱樽弐斗入津軽二面壱貫二百女

　

松前弐

　

貫五百女）という事を‐考えなければならぬ。 むしろ

　

東遊記の仕立やというものなし・，…・・菓子屋なし……

　

干菓子餅菓子下品はうるもの有， 能々家々にて手製

　

にす

　

よき菓子屋なし

　

という記事に興味を引かれ

　

るｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　

、
（２０）日本幽囚記 ゴロヴニン

　

井上満訳

　

－Ｆ

　

１２６^‐１２７

　　　　　

′

　

目の前にあった松前は日本では最も貧乏な町の一つ

　

になって居るが、 われわれは上下を通じて多くの日

　

本人、ことに婦人連が絹の着物を着てゐ る．の を 見

　

た．。，ことに祭日には庶民でさへも高償な絹地で仕立

　

てた服を着飾ってゐたのである……牢獄の様な場所「

　

に監禁されてゐた頃には、・：…・囲櫨裏は赤い銅では

　

り、荻かきも同じ金属で作ってあった。 ，

　

庶民できへもについては八月中旬の祭日に男児は全

　

部城内に集ったが、 それは立紙な衣裳を着せる家庭

　

の子弟ばかりで、 粗末な着物の子供は耳む、しがってこ

　

の会に出なｖ・さ ぅである （中巻～９８） という記事を

　

併せ考えねばならぬ，

（２１）新撰北海道史

　

第二巻－８６～８８

　　

（２２）同上

　

１２６～１２９

　

（２３） 同上

　

２８ー～２９５

　　

（２４） 同上

　

３０４～３１０

　　

（２５），同上

　

３１５～３２０

　

（２６） 同上

　

４００～４０２

　　

（２７） 同上

　

４５０

　　　　

， （２８） 同上

　

５３９～５４ー

　　

（２９） 同上

　

６２０～６２４

　　

（３０） 同上

　

６２４^‐６２７

（３１）新撰北海道史三巻６～７には，満水谷公考の蝦夷地鎮

　

撫の建言には徳川荘内等の者共彼地に安居仕事は難

　

相成……不動の輩御座候ば窺に賊徒の声援もなし可

　

申も難計とある。 これは蝦夷地を旋行し事情
’
にくわ

　

しい岡本文平の意見である。 叉北海道史要

　

竹内運

　

平・１８４ は鍋館裁判所「の吏員中九割乃至三分之二は

　

旧幕吏であった。 叉同書 ２１７

　

に，よれば後年榎本自

　

身の談話では佐渡、 対馬を坂って朝鮮征伐、布味行

　

等色その議の中蝦夷開拓に決したとの事である。

（３２）新撰北海道史第三巻

　

５～１３，７７～８０

（３３）編山秘府

　

松前庚長 北海道第五巻史料２００

　

亀田奉行への書付の中 畑作仕廻候，ハバ

　

面々在所

１０５



ＧＡＫＵ（ナＢ宝ＶＯ１ ２， Ｎｏ．２

　

ェ出

　

越歳候様二急度可中侍事 （元鍬四年来四月）

　

これはとの様な禁令を出さねばならなかった事情を

　

，恩はせる。 同じ書付に

　

昆・布版場ェ 他国ヨリ直ニ

　

ブ渉束候ハ

　

人遣共船留置 様子早々可中越候

　

叉親

　

類二逢候トテ他因ヨリ束候者有之ハ

　

其者婦候節

　

松前ェ造シ可相返候

　

若当領ノ百姓親類二逢トテ、

　

他園行儀

　

子細相尋可差遣候事

　

等▲を見れば松前を

　

経ずに直に他領と往来する百姓が居た事が分る。 叉

　

自他園ノ者、．奉行名主ェ無断有付候者

　

とｖ・ふ係も

　

あり他圃者で自由に住み着く者もいた様である。

（３４）新撰北海道史

　

第二巻 ２１３～２１４

　

（３５）同上

、 １０３
・

　

（３６） 同上

　

３９１～３９２． （３７） アイヌ政策

　

史

　

高倉新一郎

　

８９

　

（３８）同上 １９１，
・１３９，１９０

（３９）例えば

　

岩村長官施政方針演説書（新撰北海遭史

　

第六巻史料二

　

６５０） に荒隙村落二至テハ終年ー回

　

モ、 巡査ノ普選ヲ見ルコト無ク、非常ノ変・灘二選フ

　

モ、警察ノ保護ヲ受クルコト能ハザルノ紙態が述べ

　

られて居る。
（４０）新撰北海適史悌二巻

　

３２０～３２！

（４１）地北寓談

　

大原左金吾

　

北門叢書第三別・（４５）同上

　　

２０５^－２１０

（４２）新撰北海道史第二巻

　

１０４

　

（４３）同上

　

７４６～７４９

　

（４４） 同上

　

８１２～８ー３

　

７８７～７８８

　

（４６） 日本幽囚記

　

上

　

２１３～２１５

　

２８５～２９４

　

（４７」新撰北海道史第二巻

　

３１８～３１９

　　

（４８） 同上 ・２０４～２０７

　

２５２～２５３

　

５５３～５５４

（４９）出雲園園令首巻三

　

徐

　

松前藩は亨保六年（１７２４） よりであるが出雲粥は寛

　

・女六年（１６６６） 同七年、 同十二年； 建宝二年（１６７

　

４） とｖ・ぅ様に続き元鰍十五年（ｉ７０２） 迄に十三回

　

出されて居り、叉其の内容も遂に虞剣なものがあり

　

藩及び藩士の経済的困窮より出発したもので単なる

　

観念的なもので無い事がうかがわれる。 松前藩のは

， 亨保九年の吉．宗の倹約令、′叉定信の（１７８７～１７９３）

　

．の政策に感じて行われて居り、その中間に行われた

　

ものもあるが殆んど実際には行われ無かった。
（５０）大日本教育史資料第壱 旧館藩

　

７２８丁

（５１） 日本幽囚記

　

上

　

２７４～２７５

　　　　　　　　　　

・

　

共タト風呂にゴロヴニン等を入れた後で獄卒等が入っ

　

たので日本人はキリスト教徒を毛燃したり卑めたり

　　

してゐない事が分った （２３４） と言ふ様な記事があ

　

　
　　　

（５２）扇山秘府 松前庇長

　

１０９～１１０

（５３） 同上

　　　　　　　　　　

１３５

　　　　　　　　

．

　　

・
、
（５４ノ新撰北海道史第二巻

　

８０１

　　　

０

（５５） 同上，

　

，

　

第三巻 ・６３９，７２３

　

明治七年燈女舎なる書店開かれその中に新聞縦覧所

　

をも開設 した。
‐

　　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

（５６）．新撰北海道史第二巻

　

５５０，７９４

． 大日本教育史資料

　

第壱

　　

′

　

７２７丁

　　

′

（５７）東遊記

　

立松懐之

　

書籍などよむものわまれなれとも

　

学問あるものを

　

噂ひ道を重んする様子也

　

家々に見合なとあって書

　

物なと議する者あればことのタトに鯨敬する体なり

　　

３， 後進性及先進性の消長について

（１） 形相について

北海道史に於いて先進的なものは、形式的なもの形相

であるが、 維新前が維新後ょり●も先進性がょ り紙 かっ

た。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

先ず経済について之を見るに、最も高度の形相である

貨幣経済について、内地に於いては漸次其度を高めて行

ったが、北海道では江戸時代に反って其への依存度が高

かった。前述の様に江戸時代には多くの生活必需品就中

主食の米は全く輸入に待って居たに対し． 維新後農業の

発達すると共に、其等農業は商業作物を作る事が多かっ

たが、槍内地の自給自足的土地経済的傾向をもだらし

　

．

　　　

（６８）

　　　

．
た。殊に明治末より酪農が奨励され酪農が増加した事は
一層この傾向をリ暖めるものである

，。
叉商業資本、産業資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５９）

　　　　　　

、

　

．

本についてほ先進的傾向を示したが、金融資本時代に入

るについてはそれ程でも無い，要するに経済については‐

維新前の方がより先進的であったと言う事が出来る。

　

政治については、 幕府の権力が早く伸びて束たが、国

家権力の伸長と言う面からはその傾向を持続したが、．よ

り低次の形相である自治の発達と言う面から見れば維新

後内地に遅れた，ｒ明治十三年四月区町村会法が発布され

　　　　

（６０）

　　　　　　　　　　

－
るや、北海道は新開地であると言うので除外され，た。 特

に函館は之を遺憾として請願し区会設置を 許さ れた。
（Ｇ１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｇ２）
二十年頃・より自治運動が盛となり、明治三十三年十月よ

　　　　　　　　　　　

（６３）
り区制施行され、 三十三年七月より一級町村制が施行さ

れ、 区町村会が設けられた．併し議長は区町村長であり

訴願の規定無く予算不適当と認められれば監督官嘘より

削減され 内地の市町村制に比して自治の程度が低かっ

　　　

（６４）
た 二十五年四月二級町村制が施行されたが其は町村会

無く、
．更に二級町村制も施行されない地方もあり依然と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（６６）
して戸長役場制度が行われた。 明治二十一年帝国憲法の

発布に際し北海道は沖縄豚、 小笠原島・と共に除外例とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（師）
て帝図議会への議員選出権が認められず、三十三年札－幌

　　　　　　　　　　　　　

（Ｇ７）

　　　　　　　

，
小樽・函館に於いて、 三十六年には全道より家議員議員

　　　　　　　　　　　　

（Ｇ８）

　　　　　　　　　　

・

を選出する事となり、 大正七年になって貴族院多額納税

　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　

（６９）
者互選規則が北海道に施行された，北海道会設置の要望

　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

（７０）
も二十年頃から続けられたが三十四年三月に至って北海

　　　　　　　　　　　　　　　　

（７１）
道会法が発布された。 しかし北海道会は其権限府際会よ

り少く、 北海道はまだ一の自治体として認められるに至

　　　　　　　　

（７２）
らなかった。 政党の発達も著しく遅れ、大正に入って活

　　　　　　　　

（７３）
機となった。 明治初年の自由民権運動は北海道に於いて

は顕著でない。′政治の面でも維新後の先進性の後退が見

られる。

　

精辞形態について見る時、全般を通じて北海道では企

Ｄｅｃ．１９５０

１０６



　

第 ２巻

　

第 ２ 号

　　　　　　　　　　　

・

　　　

学

業的、合理的、普辺的精紳が見られるが、維新後にほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７の
へって個性抑圧的な傾向、例えば小作人に対する日常生

活の干渉が見られる。 就寝の時間を規定し其後の消燈、
喫茶、履物の制限、衣服は寒暑をＬのく．程度にせよとか

江戸時代の慶安の御触書に類する例もある。叉有島武郎

や島木健作の作品に見られる否定的な人世観も企業的緒

ボＩＨの衰微を物語るものである，精辞形態に於いても維新

後に於ける先進性の後退が見られる。

　

，

　　　

●

　　

，′

　　

（２） 質料について

　

全般的に質料の後進性が認められたが、次第に時と共

に後進性は克服されて行った。

　　　　　　　　　　　　

（７６）

　

経済については、貨幣に於いても最初は砂金が使用さ

れて居たのが、・次第に一般的な通貨が通用する様になっ

た。 此はそれ丈貨幣の使用が増加し経済の内容が充実し

て行った事を示すものである，開拓地の生活が漸次豊に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７６）
なって行った事は古老の良く談る所である。 乱交香深村

に於いて提燈の使用され出したのは明治三十 年頃 か ら

で、其以前は手製の代用品が使われた，叉経済の総量も
漸次増加して行った事は人口の増加にも環はれて居る。（７７）
元議十四年人口約二万、天明の頃二万七千、嘉永末年に
は六万以上、 安政中和人地の人口八万六千、明治六年十

六万八千、明治二十六年五十六万人明治三十六年百七万
七千、大正二年百八十万三千、．昭和元年二百四十三万七
千であり著しい増進が見られる。 経済の質料の後進性は

漸‘次充実されて行ったと言える。

政治の内容をこ就ては、政府の統制鷲；隅々 迄及ばなか

ったが、次第に強化されて行った。 蝦夷は近世初期は政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７９）
治的に独立の状態で唯貿易の対象であったが場所，の経営
が進むと共に請負人に介抱され其統制に服する様になり
（８０）
維新後は大名の支配した蔵会組織を廃し政治的には一顧

和人と区別され無くなった。 それ丈政府権力が及ぶ事と

　　　　　　

（ＳＩ）
なるＪ 臨まラィマソにょつて大名の様であると評せられ

た場所諸召人が明治維新後も尾を引き乍ら廃止された事

は亦同じ動きを示すものである。

　

文化の質料的な面文化財について・も、 漸次その後進性

　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　

（８２）
が克服された事が言える。 教育についても徴典館設置以

　　　　　　　　　　　　　　

′

　　

・

　　

（８３）
来加速度的に充実して来たし、 印刷出版についても同様

の事が言える。

４， 結論一その意味に就い，て

　

北海道の歴史は形相としての面ば内地に比し先進性が

見られるが、その先進性は北海道が辺境の第一線で無く

なってから次第に弱まって行った。 叉質料の面では後進

性が見られるが此は時と共に克復されて行つた事が結論

　　　　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

・
される。

　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　

・

聾

　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和２５年１２月

　

中世の東園、維新の西南諸藩に見られる先進性後進性
が同時に存在する矛盾も形相と質料に分けて考える事に

より理解されると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

古代を形成したのが当時の金属女化地帯の辺境であっ
た近畿であり、中世・、明治維新も亦辺境の力で成し遂げ

られたのは、，その土地の形相の先進性の後退と質料の後

進性の克服との調和された時起ったのであろう。 近畿地

方が長く日本の中心であった事は日本自体が辺境であっ

た事で説明出来よう。

　

では質料と形相の不一致は如何にして起るのか、其答

は辺境が中央との関聯の下に在ると言う事である。北・海

道について見るに北海道の開発それ自体が日本の近世の

地理的な表現であり、日本本土の近世的要素に・より北海

　　　　　　　　　　

（８４）

　　　　　　　　　　　　

ｒ
道が開かれたコ

　

宮本叉次氏の調査によれば大阪商人の蝦

夷貿易で得る利盆は幕末に年々百万両を越えて居る。此

　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

（８６）
顕な事実が北海道開発を行わしめ菅野和太郎氏の説の如

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（８６）
く近江商人が本道開発上重要な役割を演じた。叉高田屋

嘉兵衛や松川弁之助の如く開発の篇特に顕著な役割をし

た者も淡路富樫後の産であり叉其他でも内地ょり渡来し

た者が多く元敵十四年秋九月に総人口二万八十六人中千

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（８Ｓ）
八百三十大人の旗人柚人が居り・、家康の黒印に一志塵守

仁無断令渡海質買仕候者於有之急度可致言上事とあり代

々同様のものを貰うて居るが、此は入国者が多かったか

　　　　　

（８９）
らであり、鮮血遺書に見られる聖カルバリョ、リダッシ，ョ

が津軽へ入れないで松前に入ったのも其の篇である。 此

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

． （９０）」
は開発の緩漫だった初期の事である。嘉永七年に園後場

所の番人稼方百七十三人中四十七人が秋田、津軽、南部

の者であるが、当時の人口の増加と考え合せて見て相当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（９１）
の渡海者があった事が考えられる，明治維新後に於ける

入園者は明治二年の二千人を最低とし、 大正四年の八万

六千人を最高とし多数の入園者があった。此の様な内地

との結び付は具体的な人間に象徴，されるが、 武会経済女

化に於いて更に深いものがあり、其の近世的要素が、中

世的なものの抵抗の少い辺境に向ったので、 他の鴬に形

相に於いて先進的となったが、その様な内地よりの働き

かけが少くなると形相の先進性は乏しくなるＪ
．
此に反，し

質料は形相の先進性が地から芽生えたものでないので地

理的な不利だとか古い残存物に災されて形相と共に先進

的となる事が出来ぬが、漸次形相の先進性が乏しくなっ

ても、其にもかかぼらず充実して来るのであるＤ

　

最後に此論文の論理を以てせば北海道はやがて日本史

に於いて輝しい役割を果す日が来るだろうと言う事を予

言出来るのである。

　

　　

（５８）新撰北海道史第四巻

　

５５１

　

‐

１０７



ＧＡＫＵＧＥＩ
Ｖｏｌ．２， Ｎｏ，２

　

北海道柘植史

　

高倉新ー郎

　

１９１～１９２

　

２２５．

　

２２８．

　

２４９．Ｙ２５２

　

北海道移民政策史

　

安田泰次郎

　

６７７

　

６９２～７０５

（５９）新撰北海道史第四巻

　

７４６

　

同上

　　　　　　

第七巻 ２４８

　

昭和元年に於ｖ・て槍北海道に本店を有する銀行が十

　

四も見 られるぅ

　

・

（６０）新撰北海道史

　

ｒ
第三巻

　

７３５～７３６

（６１）ぐ６２）（６３）（６４）（６５）（６６）（６７）（６８）（６９）（７０）

　

（７１）（７２）（７３）

　

新撰北海道史第四巻

　

２９～７０

　

（７４１同上

　

４８５

（７５） 証 （ＩＤ

　

註 （１２１

（７６）昭和二十四年六月香深村古老坐談会に於ける談話

（７７）新撰北海道史第七巻年表統計

　

１４３｝１４６

（７８） アイヌ政策史 高倉新一郎

　

４８～５２

（７９） 同上

　

５８（寛女九年乱後蝦夷は一従殿様如何成儀

　

被仰懸候とも私儀は勿論孫子一門並．うたれ男女に不

　

眼逆心仕間数候事

　

等の起請文を出し松前の支配欄

　　

を認めた。） ７４～８８，Ｊ．３８～１４０， ２３２～２９４

（８０） 同上

　

４１８～４２３

（８１）束愛氏北海道記事

ＥＩ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＤｅＣ・ヱ９５０

　

新撰北海道史第六巻史料二

　

３４５

（８２）新撰北海道史第二巻

　

７９３～７９９

（８３） 同上

　

８０１－

（８４） 日本近世商業史研・究

　

宮本叉次

（８５）商人の漁業家化 菅野羽！太郎

　

．経済論業

　

３０一５ 彦根高商調査研究

　

８

（８６） 新撰北海道史第二巻

　

，
５０５・６８２

（８７）幅山秘府

　

松前鹿長 新撰北海道史第五巻

　

史料二

　

１３４～１３５

（８８） 同上

（８９）鮮血遺書

　

聖カルベリミ、 リダッ．ショの致命（青

　

森豚史第ー巻元和七年頃）

　

久保田といふ所より津軽に渡らんと恩ひしに商人の

　

み従来巻を殺し他の旗人に渡さず……－の工夫を回

　

し－旦蝦夷に入り、時を得て津軽に渡らんと恩ひ……

　

当ｉｌ寺蝦夷……数多の鉱夫彼地へ渡る最中なりしかぱ

　

師は信者を語らひ鉱夫となりて往来巻を求め

（９０）藤野家文書

　

番人稼方人数調子．書

　

嘉永七寅年

　

番人稼方人数調子書クナシリ

（９１）新撰北海道史第七巻年表統計

　

１５０～１５２，

幕末、 明治初年における西洋史研究

高

　　　

橋

　　　　

功

北海道学塾大学釧路分校歴史学研究室

Ｔｓｕｔｏｍｕ ＴＡＫＡＨＡＳエロ ：

　

０１・ｔｈｅＳｔｕｄｙｏｆ・Ｅｕｒｏｐｅａｎ

ＨｉｓｔｏｒｙｉｎｔｈｅＰｅｒｉｏｄｏｆ．
・Ｌａｔｅ Ｙｅｄｏａｎｄ Ｅａｒｌｙ

　

Ｍｅｉｊｉ．

この諭女の趣旨とするところは幕末明治初 年に おい

て、 西洋史研究がどんな観点から進められ、
．ま、たそれが

どんな時代傾向の反映であるかを考えて見るこ と にあ

る。 歴史研究は過去の事実を取扱う・学問であるが、ｒそれ

ぞれその時代の問題と密接なつながりを持つも ので あ

り・、 研究者の問題意識とその解決の見通しが自ら歴史研

究に惨み出て来ることはまぬがれない，むしろそれが切

実であればそれだけ研究が繊密となりｏ 透徹し、それぞ

れの歴史的意味を担い得る。幕末明治初年は日本におい

て最も動きのはげしい時代の一であり、特に西洋観の著

しい蔓化は西洋研究に大きな影響を典えるも の があっ

た。

　

江戸時代における鎖国政策は、封建制度下、儒教的教

養に基く鷲政者の文教政策と相まって、西洋史研究に対

し極めてうすい関心しか持つことが出来ない理由となっ

た， 儒学者として高い教養を持ち珍しくも西洋研究に関

心を持った新井白石は、キリスト教の博道が単に植民地

拡張の手段であるという豊臣秀吉以来の一般的な見解が

誤りであり、オランダ人が商敵ポルトガル人を陥れるた

　　　　　　　　　　　　

Ｑ）
めの遺言であって、 「謀略の一事はゆめゆめあるまじき

事」 が理解されたが、 「所謂形而下なるもののみ知り形

而上なるものはあづかり知らず」として・西洋文化の本質

にまで考えつくしてゆく態度を版らなかった，佐久間象

山の 「東洋道徳、 西洋整備」 の国策論は幕末に至るまで

継始馨らない知識階級一般の常識であったｄ蘭学者がオ

　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　

（２）
ラソダ語によって橋駁した西洋の科学は「発達史的に観

察すれば必要が誘導した学問であったから学問の隙用方

面が先づ講ぜられ、基礎学叉は基礎研究は寧ろそれに附

随し、若くはそれに刺戟誘導せられて発達した観があ

る」 といわれている

　

歴史、 法律、経済等の学問はや

もすれば幕府政治批判の温床となる傾があったから、幕

１０８


